
ヒイラギイワシ

　春先
はるさき

に飛ぶ
と

スギやヒノキの花粉
かふん

には多く
おお

の人
ひと

が悩ま
なや

されていると思い
おも

ます。花粉症の
かふんしょう

予防
よぼう

や症状を
しょうじょう

軽減
けいげん

するには、外
そと

から帰った
かえ

ら手洗い
てあら

・うがいをする、外
そと

ではマスクを着用す
ちゃくよう

る、

そして、食事
しょくじ

や睡眠
すいみん

をしっかりとって体調を
たいちょう

整え
ととの

ることも重要で
じゅうようで

す。花粉症の
かふんしょう

人
ひと

が、花粉
かふん

と

似た
に

構造の
こうぞう

タンパク質
しつ

を含む果物
くだもの

や野菜
やさい

などを食べ
た

たときに、口
くち

の中
ちゅう

や喉
のど

がピリピリした

り、かゆみを感じ
かん

たりといった症状が
しょうじょう

出る
で

ことがあります。違和感
いわかん

があったら食べ
た

るのをや

めて、アレルギーの専門医
せんもんい

にご相談
そうだん

ください。

　大豆
だいず

は、体を
からだ

つくるタンパク質
しつ

を多く
おお

含む
ふく

ことから「畑の
はたけ

肉
にく

」と呼ばれ
よ

ます。煮豆
にまめ

など料理に
りょうり

使われる
つか

ほか、さまざま

な食品に
しょくひん

加工
かこう

され、日本人
にほんじん

の食卓に
しょくたく

欠かせ
か

ない食べ
た

物
もの

です。

　節分
せつぶん

には、古く
ふる

から、豆
まめ

まきをしたり、ヒイラギイワシ（ヤイカガシ）を玄関
げんかん

に飾っ
かざ

たりします。最近
さいきん

では、「恵方巻き
えほうま

」が店頭
てんとう

をにぎわすようになりましたが、もともと

全国
ぜんこく

的
てき

な風習で
ふうしゅう

はなく、江戸時代
えどじだい

に大阪
おおさか

の商人が
しょうにん

商売繁盛祈願の
しょうばいはんじょうきがん

ために行って
おこ

いた風習
ふうしゅ

が
う

始ま
はじ

りとされています。（※諸説あり
しょせつ

ます）2月
がつ

３日
　みっか

の給食
きゅうしょく

では、手巻
てま

き寿司
ずし

、いわ

しのカリカリフライ、黒糖
こくとう

福豆
ふくまめ

が出
で

ます。お楽
たの

しみに。　２月
がつ

といえば、豆
まめ

をまいて鬼
おに

を追い
お

払う
はら

節分
せつぶん

の行事が
ぎょうじ

あります。節分
せつぶん

は季節
きせつ

を分け
わ

る日
ひ

と

いう意味
いみ

で、立春・
りっしゅん

立夏・
りつか

立秋・
りっしゅう

立冬
りっとう

の前日
ぜんじつ

のことを指しま
さ

す。年
ねん

に４回
かい

ありますが、昔の
むかし

人
ひと

は立春を
りっしゅん

１年
ねん

の始まり
はじ

と考え
かんが

ていたため、その前日
ぜんじつ

の節分
せつぶん

が特別
とくべつ

な行事と
ぎょうじ

して現代
げんだい

に伝
つた

わっています。

　季節
きせつ

の変わり
か

目
め

は体調を
たいちょう

崩
くず

しやすくなる人
ひと

も多い
おお

と思い
おも

ます

が、昔の
むかし

人
ひと

は、これを「鬼
おに

（邪気）
じゃき

」の仕業
しわざ

と考え
かんが

ていました。

災い
わざわ

や疫病を
えきびょう

もたらす鬼
おに

を追い
お

払い
はら

、幸福
こうふく

を招く
まね

ための風習が
ふうしゅう

「鬼
おに

は外
そと

、福
ふく

は内
うち

」の掛け
か

声
こえ

で行われ
おこ

る豆
まめ

まきです。豆
まめ

が使わ
つか

れ

るのは、「魔滅
まめつ

（鬼
おに

をほろぼす）」につながるという説
せつ

や、

いった大豆
だいず

が「豆
まめ

をいる＝魔目
まめ

（鬼
おに

の目
め

）を射る
い

」につながるなどの説
せつ

があります。豆
まめ

まきの後
あと

には、自分
じぶん

の年齢
ねんれい

の数
かず

、または年齢
ねんれい

＋１個
こ

の豆
まめ

を食べて
た

健康
けんこう

を願う
ねが

風習も
ふうしゅう

あります。豆
まめ

まきには

大豆
だいず

のほか、落花生
らっかせい

を使う
つか

地域
ちいき

もあります。
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1年の幸福を願う『節分』の行事
ねん こうふく ねが せつぶん ぎょうじ

節分にまつわる食べ物
せつぶん た もの

花粉症と食物アレルギー
かふんしょう しょくもつ

太巻き寿司。その年の歳神様

がいるとされる”恵方”をむ

き願い事を思い浮かべながら

無言で丸かじりします。

ふとま ずし とし としがみさま

えほう

ねが ごと おも う

むごん まる


